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Abstract: A field examination on the microfilarial prevalence of Dirofilaria immitis and 
Dipetalonema reconditum among house dogs and stray dogs was carried out in Okinawa in 
September, 1972 and again from November, 1973 to February, 1974. In addition, part of 
the stray dogs were autopsied to recover the adult worms of D. immitis. In Naha City, out 


of 132 house dogs examined 1 dog (0.8%) was infected with D. immitis and 4 dogs (3.0%) 


were infected wite D. reconditum. In Okinawa City (former Koza City), out of 40 house 
dogs 1 dog (2.5%) was infected with D. immitis and 1 dog (2.5%) was infected with D. 
reconditum. In the stray dogs, which were caught in Central and Southern parts 


of Okinawa Island and kept at the Okinawa Prefectural Dog Impoundment Facility, out of 
512 dogs examined 1 dog (0.2%) was infected with D. immitis and 62 dogs (12.1%) were 
infected with D. reconditum. Although 4 dogs out of 219 stray dogs autopsied had carried 
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Forestry, 


the adult worms of D. immitis in their heart, the number of adult worms found in the 
positive dogs was very few. From the result mentioned above, it is clear that in Okinawa, 
which was returned to Japan from USA just befor the present survey, the dogs infected with 
D. immitis are very few in number, but the dogs infected with D. reconditum are found in 
considerable number. の . reconditum may have been brought with the dogs imported 
from USA, because this filaria is widely distributed in USA, and the statistical data 
from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service, Ministry of Agriculture and 
Japan, shows that a large number of dogs were imported to Okinawa from 
USA every year from 1967 to 1971. The same data also shows that a considerable 
number of dogs were imported to Okinawa from Japan. There is a possibility that the 
dogs infected with D. immitis may have been brought to Okinawa from Japan and transmitted 
to the native dogs by the vector mosquitoes there. 
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は C め に 

沖縄 県 下 に お ける 犬 糸 状 虫 の 浸 淫 状況 に つい て は 近 
年 まで 報告 らし いも ゃ の は みみ られ な か っ た だ が, Pen- 
nington ら (1969 の は 沖 費 本 島 に お ける 野犬 , 沖縄 駐留 
米 陸軍 の 軍用 犬 , 並び に 米 軍 基地 勤務 者 の ベッ ト 犬 に 
OUST AAR ORR HN, 沖縄 本 島 に は 2 種 の 
RARER ONDT, 及び Dirofilaria immitis 
感染 犬 は 極め て 少な い が , Dipetalonema reconditum 
感染 犬 は か な り 多 いこ と を 明らか に し , 後者 の 主要 媒 
介 者 が イヌ ノミ (Ctenocephalides canis) で ある こと 
を 報告 し た . 

著者 ら は , この Pennington ら の 調査 か ら 数 年 を 経 
た , 日 本 へ 復帰 後 問 も な い 沖 纏 に お ける 犬 糸状 虫 の 浸 
淫 状 況 を 明らか に する た め に だ, 那覇 市 と 沖縄 市 (当時 
の コザ 市 ) OMOR, 及び 沖縄 本 島 中 ・ 南 部 で 捕獲 さ 
れ た 野天 に つい て 検 血 を 実施 し た の で , その 結果 に つ 
いて 報告 する . な お , 著者 ら は , 今回 の 調査 に より 沖 
縄 に 土着 し て いる こと が 確認 され た Dipetalonema 
reconditum の 普通 名 を , 親 虫 が 犬 の 皮下 組織 に 多く 
寄 虫 し て いる こと (Newton and Wright, 1956 and 
1957; Lindsey, 1962; Pennington and Phelps, 
1969) Z BAT XH PRR (Canine subcuta- 


Table 1. Partly modified concentration method used in the study 


neous worm)| とし, これ に 対し て , 従来 , RARE 
と よ ば れ て いた Dirofilaria immitis の 方 を 英語 の 普 
通 名 Canine heartworm に 合せ て , 今後 は 「 犬 心臓 
ATARI LU, 犬 の 糸状 由 を 総称 する 場合 に 「 犬 糸 
JAR (Canine filaria) | を 用 いる こと を 提唱 し た い . 
本 報 で も これ ら の 新しい 名 称 が 使用 きれ て いる . 

d] dr 方 X 

AUD ATR BF RAR ATRUF SD Fe OD AR MLE 1 図 
に 示す 沖縄 本 島 中 ・ 南 部 で 捕獲 され , 沖縄 県 犬 管理 所 
で 抑留 され て いた 野犬 , KORSAT è ENAR 
大 の 両者 に つい て 実施 され た . この 中 , 飼い 犬 に つい 
て の 調査 は 1973 年 1 月 か ら 12 月 に か け て , 和 狂犬病 の 予 
防 注射 実施 期間 中 に , 指定 の 場所 へ 連れ て 来 ら れる 大 
を 対象 と し て , アセ トン 集 虫 法 KED, 1959) を 一 
部 改変 し た 第 1 表 に 示す 方 法 で 行わ れ た . 即ち , 

1) 直径 約 6mm, 長 さ 約 1.5m の クレ モナ ロー ププ を 
Ale, これ を あら か じ め 二 重 に , 直径 約 15cm の 輪状 
に 巻い て 「 と も づな 結び 」 に し , 結び 目 が あご の 下 に 
くる よう に に 犬 の 口 部 に は め , や や 固く 縛っ て 彰 に 結び 
つけ て 固定 する . 

2) AO HJRBERORHWKCE LWR Yy re 


B 


ki 
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BOR OROR 4 b 4 * hos » & 4 B5 9 à & » a BON Pod po a3 a T P 3 € 9 ov d 


Acetone ——— ÉÉ—— EE 
Sodium citrate で ーー 
Distilled water: 


Methylene blue ………… 
Distilled water er 
(Filtrated solution) 


Mix about 20mm? of heparanized blood with 4ml of the above A solution. 
After adding 0.3ml of the B solution, centrifuge at 1500 rpm for 10 minutes. 


Examine the sediment microscopically. 
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Fig. 1. A map of the central and southern parts of Okinawa Island. 
Filarial survey among dogs was made at the cities, town, and 


villages shown on the shaded area of the map. 


186 


RIL, 傷口 の と ころ を 軽く し ぼっ て 流出 する 血液 を 長 
さ 10cm, 市 1cm, F8 2mm の ガラ ス 板 の 一 端 で と 
D, 直ちに 10ml の 笑 底 遠心 ち も ん で ん 管 中 の A 液 4 ml 
中 に 溶かし , ゴム 栓 を し て 2 3 回 転倒 し , よく 混和 
Ka 

3) これ を 実験 室 へ 持ち 帰り , ゴム 栓 を と り 除 き , 
2 ml OBA Sy b CB 4 i ( 約 0.3mD を 加え , 
毎 分 1500 回 転 で 10 分 間 遠 心 分 離す る . 

4) 沈 湾 約 0.1ml を 残し て , 上 港 液 を 小 ビ ベッ ト で 
静か に 吸い 上 げ て 捨て る . 

9) 遠心 ちん で ん 管 を 数 回 軽く 振っ て 沈 浴 を よく 混 
Al, 均質 化し , その 全量 を , 先 細 の スポ イド で 吸い 上 
F, スラ イド グラ ス 上 に 巾 約 3mm の 帯状 に 拡げ て 検 
Bil, 子 貝 が 発見 され た 場合 は その 大 き さ と 形 を 調べ 
て 種 名 を 決定 し , TRAZA ZZA. 

6 ) 子 虫 の 大 き さ を 測定 する 場合 に は , スラ イド グ 
ラス 上 の 沈 溶 混和 液 に 大 型 の カバ ー グ ラス を か ぶせ て 
接眼 ミク ロメ ー タ ー を 取付 けた 顕微 鏡 下 で 計測 する . 

7) 採血 し た 各 犬 に つい て は 採血 番号 , 登録 番号 , 
採血 場所 。 採血 年 月 日 と 時 刻 , 子 虫 の 種 名 と 数 , JW 
AW, 年 令 , 人 性別, 体格 , 毛色 , 毛 質 , 飼育 環境 OS 
内 か 屋外 か ) , 所 有 者 住所 , 氏名 等 を 調査 桂 に 記入 す 
5. 

一 方 , 野犬 に つい て の 調査 は , 犬 管理 所 で 捕獲 後 5 
日 間 の 抑留 期間 が 人 過ぎ て 居 殺 され る も の を 対象 と し て , 
1972 年 9 H, 及び 1973 年 11 月 か ら 1974 年 2 月 まで の 間 
_ に 数 回 に わた っ て 行わ れ た . 1972 年 に は 撲殺 直前 に 対 
BRD ERR IV ey CUL, 流出 する 血液 を 
採 和 面 用 ピペット で 30mm8 1973 年 以降 は 電 殺 直後 に 直 
接 犬 の 心臓 か ら 注 射 針 で 1ml 夫々 定量 採血 し , 前 
述 の A 液 10ml 中 に 落 か し , その 後 は 飼 犬 の 検 血 の 場 
合 と 同様 に 処理 し て 系 状 虫 子 虫 の 有 無 と , 子 虫 が 発見 
され た 場合 に は その 種 名 と 数 を 調べ た . た だ し , 1ml 
の 心臓 血 中 の 子 虫 数 は 第 5 表 の 中 で は 30mm? 中 の 子 


虫 数 に 換算 し て 取り 扱わ れ て いる . これ ら の 検 血 野犬 
の 中 , 1972 年 9 月 の 121 頭 と 1973 年 11 月 の 88 頭 に つい 
て は , 採血 後 犬 を 剖検 し て , 心臓 及び 肺 臓 内 に 心臓 糸 
状 虫 の 親 虫 が いる か どう か を 調べ た が , 皮下 糸状 虫 の 
親 虫 の 検査 は 行わ な か っ た . 検 血 し た 野犬 に つい て は , 
採血 番号 , 捕獲 番号 , 捕獲 年 月 日 , 捕獲 場所 , 犬 種 , 

推定 年 令 , 性 別 , 体格 , 毛色 , BA, 採血 年 月 日 と 時 
Xl 子 貝 の 種 名 と 数 を 調査 票 に 記入 し た . 

な お , 沖 総 駐留 米 陸軍 の 軍用 犬 の 糸状 束 子 虫 保有 状 
況 を 知る た め に 獣医 部 隊 を 訪問 し , 医療 セン ター 獣医 
班 か ら 資料 の 提供 を うけ て 1970 年 以降 の 実情 を 犬 の 健 
康 管 理 カ ー ド に よっ て 調べ た . また , RE FARER 
染 犬 の 沖縄 へ の 輸入 , 並び に 沖縄 か ら の 輸出 の 手 が か 
り を 得る 目的 で , 此 林 省 動 物 検疫 所 沖縄 支所 を 訪ね , 
統計 資料 に より 1967 年 以降 1971 年 (日 本 復帰 の 前 年 ) 
まで の 13 年 間 に わ た る , 沖縄 に お ける 犬 の 輸出 入 頭 数 
を 調べ た . 


調 査 hk E 


今回 の 犬 の 検証 で 発見 され た 和 糸状 虫 の 子 虫 の 種類 は , 
飼い 犬 と 野犬 の 何れ に つい て も , その 形態 的 特徴 (大 
fib, 1973) か ら 犬 心臓 糸状 最 と 犬 皮 下 系 状 虫 の 2 種 
に 分 類 さ れ た . 


|. 飼 犬 の 糸状 虫 仔 虫 保有 状況 

BEER TE RO rh rb VC 38 T BF RO CATR ABO 
皮下 人 系 状 虫 の 子 虫 保有 状況 は 第 2 表 に 示す 通り で ある . 
この 表 か ら わ か る よう に , 心臓 糸状 虫 の 子 虫 保有 犬 は 
邪 吊 市 で は 132 頭 中 1 頭 (0.8) , 沖縄 市 で も 40 頭 中 
13H (0.5220 の み で あっ た . この 中 , 沖縄 市 の lul 
は 米 軍 属 か ら も らい うけ た も の で ある こと が わか っ た 
が , 米国 産 で あっ た か どう か は 不明 で あっ た . また , 
Bt FoRAR IB OF RESTER VESTE CU 488 (3.022) 
と や や 多かっ た が , ib culus CH K. 


Table 2. Number and percentage of house dogs having microfilariae of Dirofilaria 
immitis and Dipetalonema reconditum at Naha and Okinawa Cities in 1973 
D. immitis D. reconditum 
No. of cH à ー 
City Period dogs No. of dogs DA No. of dogs o 
examined positive g positive d 
Naha Nov. 5 — Dec. 15 132 1 0.8 4 3.0 
Okinawa Nov. 21 — 22 40 1 2.5 1 2.5 
(Koza) | MINE "APP EON 
Total 172 2 1.2 5 2.9 


2. 野犬 の 糸状 虫 予 虫 保 有 状 況 

沖縄 本 島 中 ・ 南 部 で 捕獲 され た 野犬 の 検 血 結 果 は 第 
3 表 に 示さ れ て いる . 調査 し た 512 頭 の 中 , 心臓 糸状 
虫 の 子 虫 を 保有 し て いた 犬 は 1 頭 (0.2%) だ け で あ 
っ た が , 皮下 糸状 虫 の 子 虫 を 保有 し て いた も の は 62 頭 
(12.1%) と か な り 多 くみ られ た . そこ で , この 皮下 
糸状 虫 に つい て , 性 ある い は 年 令 に と よっ て 子 虫 保有 率 
及び 陽性 犬 1 頭 当 り の 血液 30mm? 中 の 平均 子 虫 数 を 
算出 し , 比較 し て みた . 第 4 表 及 び 第 5 表 は その 結果 
を 示し た も の で ある ら る. 先ず 第 4 実子 虫 保有 率 に つい 
て みる と , 1 才 未 満 で は まだ 子 虫 陽性 犬 は 認め られ な 
WAS, 1 才 犬 で は 既に 7.7 欠 の 子 虫 保有 率 が み ら れ , 
その 後 7 才 ま で 10 多 以上 を 保っ て いる . EKETE 
保有 率 は 雌 に 比べ て 一 般 に 高い 傾向 が か み ら れ る . 次 に 
第 5 表 の 子 虫 数 に つい て みる と , 各 年 令 を 通じ て 個々 
の 犬 に よっ て 著しく 異な り , 年 令 あ る い は 性 に ょ よる 一 
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定 の 傾向 は 認め 難い . 


3. 野犬 の 心臓 糸状 虫 親 虫 寄生 状況 

第 3 表 に 示 し た 検 血 犬 の 中 , 1972 年 9 月 の 131 頭 と , 
1973 年 11 月 の 88 頭 に つい て , 採血 後 割 検 し , 心臓 また 
は 肺 騰 に 犬 心臓 糸状 叩 の 親 昌 が いる か どう か を 調べ た 
結果 は 第 6 表 に 示す 通り で , 合せ て 4 頭 の 寄生 犬 が 発 
見 され た が , 親 虫 の 数 は 何れ も 1~ 3 個体 と 極め て 少 
fee, その 中 3 BRC OMB, 残り の 1 頭 $ 
雌雄 各 1 個体 の 親 虫 を 保有 し て いた の み で あっ た だ ・ 


4. 沖 纏 駐 留 米 陸軍 の 軍用 犬 の 心臓 糸状 虫 子 虫 保有 
状況 
調査 時 に 飼 わ れ て いた 米 陸軍 の 軍用 犬 は 合計 113 98 
で あっ た が , これ ら の 軍用 犬 に つい て は 徹底 し た 健康 
管理 が 行わ れ て お り , J&dkRmucowve0b, 個々 の 大 に 
bo, 多い も の で は 毎月 1 回 , 少な く と も 半年 に 1 回 


Table 3. Number and percentage of stray dogs having microfilariae of Dirofilaria immitis 
and Dipetalonema reconditum on Okinawa Island in 1972—1974 


No. of D. immitis D. reconditum 
Period dogs No. of dogs 07 No. of dogs 2; 
examined positive £ positive a 
Sept. 5—18, 1972 131 0 0.0 17 13.0 
Nov. 14 一 26, 1973 88 0 0.0 17 19.3 
Dec. 4—26, 1973 59 0 0.0 7.5 
Jan. 17—29, 1974 68 0 0.0 5 Tau 
Feb. 2—20, 1974 172 1 0.6 19 11.0 
Total 512 1 0.2 62 12.1 
Table 4. Number and percentage of stray dogs having microfilariae of D. immitis 
on Okinawa Island, by age and sex, in 1972—1974 
Age in Male Female Total 
year ーー | i 
(esti- No. of dogs A No. of dogs A No. ot dogs p^ 
mated) examined positive positive examined positive positive examined positive positive 
0 9 0 0.0 12 0 0.0 21 0 0.0 
1 33 3 9.1 32 2 6.3 65 5 TT 
2 60 9 15.0 52 5 9.6 112 14 1255 
à 62 11 17.7 ol 9 9.8 113 16 14.2 
4 44 D 11.4 16 1 6.3 60 6 10.0 
5 58 10 17.2 22 1 4.5 80 11 13.8 
6 15 26.7 5 0 0.0 20 4 20.0 
T 16 25.0 3 1 33.3 19 26.3 
8+ 19 1 5.9 3 0 0.0 22 1 4.5 
Total 316 47 14.9 196 15 7.7 512 62 12.1 
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Knott (1939) 0» 7 ya) VERE? 一 都政 良し た 
方 法 (Newton and Wright, 1956) で 検 血 を 行い , 
陽性 犬 に は 直ちに 投 楽し て いる こと が わか っ た . 第 7 
表 は この よう な 健康 管理 下 に お ける 軍用 犬 の 心臓 糸状 
虫 子 虫 保有 状況 を 示 し た も の で , 各 半 年 間 に 1 向 で も 
陽性 で あっ た 犬 は 陽性 犬 と し て 表 中 に 示さ れ て いる . 
この 表 か ら わ か る よう に だ , 半年 間 に 5 頭 の 陽性 犬 が 発 
見 され た こと も ある が , 担当 の 獣医 師 に よれ ば , FE 


数 は 何れ も 極め て 少な か っ た と いう . 1972 年 7 月 以後 
は 陽性 犬 は 全く 発見 きれ て いな い . な お , 皮下 糸状 虫 
に つい て は , 若 し 子 虫 が 発見 され て も , COREG 
させ て 外部 寄生 虫 の 駆除 を 行う だ け で 記録 に は 残さ な 
か っ た と の こと で , toBEoSWeasccéuicEe 
な か っ た . 

9. 沖縄 に お け 犬 の 輸出 入 状況 

1959 年 か ら 1971 年 まで の 13 年 間 に , 毎年 沖縄 へ 輸入 


Table 5. Number of microfilariae per 30mm? blood of D. reconditum positive dogs 
on Okinawa Island, by age and sex, in 1972— 1974 


Male 


Age in Female Total 
veer No. of No. of mf. No. of No. of mf. No. of No. of mf, 
oe dogs dogs dogs = 
mated ) positive Mean Range positive Mean Range positive Mean Range 
1 50.3 1 一 145 2 3.5 1— 6 5 31.6 1—145 
2 17.7 2— 66 5 69.0  5—211 14 36.0 2 一 211 
3 11 29.1  1— 88 D 78.6 | 9—174 16 44,6  1—174 
4 5 42.8 1—140 ji 108.0 = 6 53.7  1—140 
D 10 41.6 1 一 270 T 12.0 — 11 38.9  1—270 
6 4 192.3 15—500 0 = — 4 192.3 15—500 
7 4 46.5  2—173 1 3.0 — D 37.8 | 2—173 
8 十 1 20.0 — 0 — — 1 20.0 — 
Total AT 47.6 1—500 15 57.9 1—211 62 50.0  1—500 
Table 6. Number and percentage of stray dogs having adult worms 
of D. immitis on Okinawa in 1972 —1973 
No. of dogs [74 No. of adult worms 
Period | found in 
autopsled positive positive the positive dogs 
Sept. 5 — 18, 1972 131 1 0.8 3 males 
3 males 
Nov. 14 — 26, 1973 88 3 3.4 1 male 
| i male and 1 female 
Total 219 4 1.8 | 
Table 7. Number and percentage of sentry dogs having microfilariae of D. immitis 
in U. S. Army Veterinary Corps, Okinawa during from 1970 to 1972 
| 1970 1971 | 1972 
Period | i 
| Jan.-Jun. | Jul.-Dec. | Jan.-Jun. | Jul.-Dec. | Jan.-Jun. | Jul.-Sept. 
No. of dogs examined 87 110 98 112 113 93 
No. of dogs positive* 3 | 5 0 2 1 0 
25 positive 3.4 4.5 | 0.0 | m ES 0.9 」 0.0 


| 


* Positive dogs were soon treated after examined by the styryl pyridinium (Diethylcarbamazine base). 


され た 大 の 仕出 国 別 頭数 は 第 8 表 に 示す 通り で ある . 
この 表 か ら わ か る よう に , 大 部 分 の 犬 は 米国 及び 日 本 
か ら 輸 入 さ れ て お り , 特に 1967 年 以降 その 数 が 急増 し 
て いる . この 中 , 日 本 か ら の 輸入 犬 だ ば けた に ついて, と 
の 県 か ら の 輸入 数 が 最も 多い か を 知る た め に , 県 別に 
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輸入 頭数 を 算出 し , 表示 し た の が 第 9 表 で ある . この 
表 か ら わ か る よう に , 最も 多い の は 東京 か ら の 767 g8, 
次 が 鹿児島 か ら の 336 頭 , 以下 福岡 130 頭 , 大 阪 67 頭 の 
ET, 東京 か ら の 輸入 数 が 過半 数 を 占め て 最も 多い . 
次 に 沖縄 か ら の 輸出 犬 数 を 第 10 表 に つい て みる と, 


Table 8. The number of dogs imported to the Ryukyus in each year from 1959 to 1971* 
Total No. No. of dogs imported from 
Year | of dogs 
imported USA Japan Philippines Formosa Thailand Others 
1959 56 2 54 
1960 62 4 57 H 
1961 62 8 46 7 1 
1962 56 9 42 5 
1963 5I 4 44 1 2 
1964 76 8 68 
1965 43 5 | 38 
1966 7l | 18. o0 3 
1967 658 546 108 1 3 
1968 858 | 674 175 5 4 
1969 872 706 148 9 i 3 
1970 978 665 214 79 3 13 
1971 1,063 679 351 8 19 6 
Total 4,909 | 3,328 1,395 110 23 41 


* Based on the statistical data from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service, 


Ministry of Agriculture and Forestry, Japan. 


Table 9. The number of dogs imported to the Ryukyus from Japan 
in each year from 1959 to 1971 
Total No. No. of dogs imported from 
Year | of dogs 
imported Tokyo Kanagawa Osaka Hyogo Fukuoka Kagoshima Others 
1959 o4 9 9 6 1 10 19 
1960 97 13 1 2 2 28 11 
1961 46 15 1 3 1 26 
1962 42 10 9 4 24 1 
1963 44 8 8 1 17 10 
1964 68 17 1 1 4 40 5 
1965 38 15 3 1 2 14 3 
1966 50 6 1 5 10 18 10 
1967 108 55 3 23 23 4 
1668 175 92 S 1 39 38 
1969 148 74 1 1 31 39 
1970 214 147 18 5 37 
1971 351 306 1 11 10 22 1 
Total 1,395 | 767 4 67 18 130 336 73 
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輸出 頭数 も 先 に 述べ た 輸入 頭数 の 場合 と 同様 1967 年 以 搬入 され た か を みる と , 第 11 表 に 示す よう に 最も 多い 
降 急 増し て お り , 仕向 国 別 で は その 大 部 が 米国 へ 輸出 の が 東京 の 208 頭 で , 以下 大 阪 (5255), 鹿児島 (41 
され て いる が , 日 本 へ も 464 頭 と いち か な り 多 く の 犬 SD 等 の 順に な っ て いる . 


が 輸出 きれ て いる こと が わか る . そこ で 日 本 の どこ へ 


Table 10. The number of dogs exported from the Ryukyus in each year from 1959 to 1971* 


Total No. 


No. of dogs exported to 
Year j of dogs | 
exported USA Japan Peilippines Formosa Thailand Others 

1959 12 8 1 2 1 
1960 24 1 15 7 1 
1961 21 4 14 3 

1962 29 3 20 5 1 

1963 19 3 9 3 4 
1964 18 13 5 

1965 14 2 10 2 

1966 22 16 4 2 

1967 763 726 19 6 8 3 1 
1968 1,085 1.023 35 10 7 4 6 
1969 1,160 966 176 6 2 

1970 1,444 1,357 59 5 4 12 
1971 1,668 | 1,566 70 11 11 4 6 
Total 6,279 | 0,651 464 61 46 22 30 


* Based on the statistical data from the Okinawa Branch of Animal Quarantine Service, 


Ministry of Agriculture and Forestry, Japan. 


Table 11. The number of dogs exported to Japan from the Ryukyus 
in each year from 1959 to 1971 

Total No.l No. of dogs exported to 
Year | of dogs | 

exported Tokyo Konagawa Osaka Hyogo Fukuoka Kagoshima Others 
1959 8 3 1 4 
1960 15 o 2 i 2 3 2 
1961 14 5 1 1 1 4 2 
1962 20 10 1 1 7 
1963 9 1 9 3 2 
1964 | 13 6 1 3 3 
1965 10 6 1 1 i 1 
1966 16 5 1 3 3 3 1 
1967 19 17 1 1 
1968 35 | 27 1 2 4 1 
1969 176 39 D 131 5 2 
1970 D9 37 3 7 i 4 6 1 
1971 70 53 T 4 2 3 1 
Total 464 | 208 22 152 11 20 41 10 
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考 ze 

飼い 犬 の 糸状 虫 感染 状況 を 知る た め の 一 方 法 と し て , 
BAL, わが 国 で は 毎年 2 回 実施 きれ て いる 狂犬 病 巴 
防 注 射 の 際 に , 指定 の 場所 へ 連れ て 来 ら れる 犬 を 対象 
ELT, HIEl—248 ( 約 20mm3) の 血液 を 採り , 
スラ イド グラ ス 上 に 帯状 に 塗 抹 し て 乾燥 させ , KCK 
血 後 ギ ム ザ 染色 し て 検 鏡 し , 糸状 虫 子 虫 の 有無 を 調べ 
る こと を 提唱 し , この 方 法 に よっ て 長崎 市 (末永 ら , 
1971) 及び 大 村 市 (末永 ら , 1974) CBITZRAR EB 
の 浸 洋 状 況 を 明らか に し て きた . Lal, この 方 法 で 
は , 沖縄 の よう な 2 種 の 大 糸状 虫 が 混在 する 地方 で , 
子 虫 の 種類 を 区 別 す る こと は 困難 な こと が わか っ た の 
で , 今回 の 調査 で は この 点 を 改良 し た 新しい 方 法 を 採 
用 する 必要 が あっ た . 犬 心臓 糸状 虫 と 犬 度 下 座 状 虫 の 
TREKI CA 方 法 と し て は Knot (1939) 07 
オォ オル マリ ン 集 虫 法 (Ash, 1962; Healy and Kagan, 
1961) 及び これ を 一 部 改変 し た Newton and Wright 
(1956) の 方 法 (Gubler, 1966; Groves and Koutz, 
1964; Joiner and Jordine, 1970; Lindsey, 1961 
and 1962; Marquardt and Fabian, 1966; Ott and 
Bauman, 1959; Pennington and Phelps, 1969; 
Wallenstein and Tibola, 1960) が 一 般 に 広く 用 い 
られ て いる . と ころ が 大 石 ら (1959) R + ERI 
と し て は ホル マリ ン 液 より も アセ トン 液 の 方 が 沈 浴 が 
凝集 する こと が な く て , より 良好 な 結果 が 得 ら れる こ 
と を 報告 し , この 方 法 は その 後 Warne et al. (1967) 
に よっ て も 採用 きれ て いる . し か し , これ ら の Knott 
や 大 石 ら の 方 法 で は 1ml と いう かなり 多量 の 採血 を 
必要 と する こと と , 大 石 ら の いわ ゆる アセ トン 集 虫 法 
に 用 いる 試 楽 に は 最初 か ら ゥ メチレンブルー が 含ま れ て 
いる の で , 血液 を 入れ た 液 と まだ 入れ て な い 液 と を 区 
別 す る こと が 困難 で ある こと と の た め ぬ め に , 野外 調査 で 
獣医 師 で な い 人 が 用 いる に は 適当 で は な いと 思わ れ た . 
そこ で 著者 ら は この 大 石 ら の 方 法 を 一 部 改変 し て , ア 
セト ン 液 と メチ レン ブル ー 液 と を 別け , 前 述 の よう に 
犬 の 耳 委 か ら 採 っ た 約 20mm* と いう 少量 の 血液 を 先ず 
A 液 (第 1 表 ) に 入れ て よく 温和 し , 実験 室 に 持ち 帰 
っ て か ら B 液 を 加え て 誠 心 分 離し , 沈 湾 を 調べ る 簡易 
検 血 法 を 考案 し た の で ある が , 今回 この 方 法 に よっ て 
野外 調査 を 実施 し た 結果 , 子 虫 の 検出 が 容易 で あり , 
検出 され た 子 虫 は 第 2 図 に 示す よら に 形態 的 特徴 が ょ 
く 観察 で きる の で , 種 の 同定 も 十分 可能 で ある こと が 
わか っ た. 

今回 の 調査 に より, 日 本 へ 復帰 後 問 も な い 沖 纏 本 島 
に は , 飼い 犬 に つい て も , また 野犬 に つい て も , 心臓 
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糸状 虫 感染 犬 は 極め て 少な いこ と が 明らか に な っ た が , 
この こと は 第 12 表 に 示す 過去 の 調査 報告 と も ゃ よく 一 致 
TH. その 原因 に つい て は 次 の よう な こと が 考え られ 
る . 第 2 次 世界 大 戦 の 末期 に 沖 総 本 島 は 激戦 地 と な り , 
極度 の 食糧 不足 か ら 島内 の 犬 は その ほとん と が 捕獲 さ 
れ , 食用 に 供 さ れ た と いわ れ て いる . 従っ て , 現在 沖 
纏 本 島 に いる 犬 は その ほん ん ど が 終戦 後 米国 ある い は 
日 本 本 土 等 か ら 輸 入 き さき れ た も の か , ある い は その 子孫 
で あろ うと 思わ れる . この こと は , 第 8 表 の 沖縄 へ の 
輸入 犬 数 か ら ゃ も 伺わ れる . これ ら の 輸入 犬 が 心臓 糸状 
虫 の 感染 を うけ て いた か どう か , また 検診 と 治療 が ど 
の 程度 に 行わ れ て いた か は 記録 が な い の で 不明 で ある 
が 少なくとも ゃ も 米 陸軍 の 軍用 犬 に つい て は 徹底 し た 健 
康 管 理 が 行わ れ て お り , 軍属 , ある い は 米 軍 基地 勤務 
者 の ペット 犬 に つい て も ふ , 米 陸軍 獣医 部 隊 医 療 セ ン セ 
vA—BERASUC, これ ら の 民間 犬 か ら 軍用 犬 へ の 心臓 
率 状 虫 の 感染 を 未然 に 防ぐ た め に , 診察 と 治療 の 無料 
サー ビス を 実施 し て いた こと か ら , ある い は この よう 


Fig. 2. Comparative sizes of microfilariae of 
Dipetalonema reconditum (left) and 
Dirofilaria immitis (right)after treet- 
ed by the partly medified concent- 
ration method showing in Table 1. 
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な 対策 が , 基地 内 の 徹底 し た 媒介 典 の 駆除 対策 と 共に , 
心臓 糸状 忠 感 染 犬 が 沖縄 に 少な い 原 因 の 一 つ で ある の 
か も 知れ な い . し か し , 今後 は 日 本 へ の 復帰 に より, 
本 土 と の 犬 の 交流 が 盛ん に な り , ベッ トブ ー ム も 加わ 
っ て , 本 土 で 感染 し た 犬 が 沖縄 へ 輸送 され , 実験 的 に 
伝搬 可能 な こと が 既に 明らか に な っ て いる Cntermill 
 etal., 1970) 沖縄 土着 の 般 に よっ て 媒介 され , BRR 
犬 が 増加 する 可能 性 が ある と 思わ れる . と ころ が , 一 
方 で は , 第 12 表 か ら わ か る よう に, 久米 が 戦前 に 琉球 
列島 の 壮 つ か の 島 で 調べ た 際 に ゃ 心臓 糸状 虫 感染 犬 は 
発見 され て いな いこ と , ROB CORRE 
大 は 極め て 少な いこ と (Warne et al., 1967) な どか 
D, ある い は 何 か 地 理 的 な いし は 気候 的 原因 , 更に は 
犬 の 棲息 密度 等 に よる こと る も 考え られ る . 何れ に し て 
b, 沖縄 本 島 た 心臓 糸状 虫 感染 犬 が 少な いこ と は , OR 
国 並 びに , 近年 わが 国 で ゃ 北海道 (神谷 他 , 1973 及 び 
1975: 1973), 本 州 (八木 沢 ら , 
1971; 大 石 ら , 1973; 真名 子 ら , 1973; 佐藤 , 1970) , 
四国 (Keegan et al., 1967; Warne et al., 1967) 
及び 九州 (AAD, 1965; 末永 ら , 197101974; P 
帯 野 ら , 1975) の 各地 で , この 系 状 虫 に よる 犬 の 感染 
率 が か な り 高 いと と と 比べ て た だ たいへん 興味 の ある こと 
で あり , 今後 , 長期 的 に 観察 を つづ け , その 原因 を 骨 
ら か に する 必要 が ある . 

と ころ で , 今回 の 調査 に より , 沖 総 本 島 か ら , 現在 
まで 日 本 本 土 か ら は 輸入 犬 の 1 例 (大 石 ら , 1973) を 


Kamiya et al., 


除い て 全く 発見 され て いな い 犬 皮下 糸状 虫 感染 犬 が か 
な り 多 く 和 発見 され , 日 本 復帰 前 の Pennington et al. 
(1967) の 調査 結果 を 再 確認 する こと が で きた の で あ 
る が , 彼 等 は 感染 犬 の 外部 寄生 虫 に つい て $ も 調べ , TE 
集 さ れ た 6 種 の 寄生 虫 の 中 , 5 MICHA PORK TA 
状 虫 の 自然 感染 を 認め , 特に イヌ ノミ の 感染 率 が 高 か 
っ た こと を 報告 し て いる の で , COMRMRIT 3 7 3 
等 の 媒介 者 に よっ て 伝搬 され , 既に 沖縄 に 土着 し て い 
る も の と 思わ れる . この 犬 度 下 糸状 虫 は , 米国 で は 
Newton and Wright (1956) に よっ て Pennsylvania, 
及び Maryland で その 存在 が は じ 
め て 確認 され て 以来 。 Alabama 及び Rhode Island 
(Rothstein et al., 1961), Georgia (Healy and 
Kagan, 1961), Florida (Lindsey, 1961), Hawaii 
(Ash, 1962), Ohio (Groves ank Koutz, 1964), 
Illinois (Marquardt and Fabian, 1966), Texas 
(Joiner and Jardine, 1970) $oO@4HiCHREL TV 
る こと が 明らか に され て いる の で , WHO p OVE 
く 米 国 か ら の 輸入 犬 と 共に 持ち 込ま れ た も の で あろ 2 う . 
この 系 状 虫 は 現在 まで の と ころ , 沖縄 を 除く 日 本 の 各 
地 か ら は 輸入 犬 の 1 例 を 除い て 全く 発見 され て いな い 
の で ある が , 既に 述べ たよ うに 1959 年 か ら 1971 年 ま 


New Jersey, 


“CO 13 年 間 に 464 HOR が 沖縄 か ら 東 京 や 大 阪 等, 


日 本 の 各地 へ 輸入 され て お り , 更に 今後 は 日 本 復帰 に 
より 沖 纏 と 本 土 と の 間 の 犬 の 移動 が 自由 に な っ た こと 
b, ペッ トブ ー ム と に よっ て , CRE FARRE 


Table 12. Summary of studies on the prevalence of Dirofilaria immitis and 
Dipetalonema reconditum in Okinawa reported by several anthors 
: の | 
Locality and Kind of No. of dogs る of dogs Filarial Aor 
year of survey dogs examined with Mf.) with Mf. SPESE 
Various islands Kume, 1967 (pers. corres.) 
in the Ryukyu | Strays 30 0 — — 2 pero i 
chain, 1936 (Pennington et al., 1969) 
^  ,1962 Strays 152 3 2.0 D. immitis Shimabukuro, 1962 
Cunpublished report) 
Okinawa island,i Sentry 32 2 6.3 D. immitis 406 Med. Rep., 1954 
1954 
ヶ  ,1966—7 | Strays 557 | 2 0.4 |D. immitis Pennington et al., h1969. 
129 23.1 |D. reconditum 
AW St 98 | 6 6.1 |D. immitis | » 
] 1.0 |D. reconditum 
a Private 45 1* 2.2 |D. immitis á 
pets 
^  ,1968 Sentry 107 12 11.2. D. immitis Intermill e£ al., 1970 


感染 し た 犬 が , 沖縄 以外 の 日 本 各地 へ 運ば れ , 土着 の 
イヌ ノミ や ネ ュ ノミ 等 に よっ て 媒介 され る 可能 性 も 考 
えら れる . 


ま c e 


日 本 へ 復帰 後 間 も OERI 3 RARE ORE 
状況 を 明らか に する た め に , 1972 年 9 月 と 1973 年 11 月 
か ら 1974 年 2 月 まで , アセ トン 集 貝 法 を 一 部 改変 し た 
科 易 検 血 法 に より , FOTIA ROT AD fv A, 
及び 沖 纏 本 島 中 ・ 南 部 で 捕獲 され た 野犬 に つい て 検 血 
を 行い , ARB FRR RUS NS ESIC, 一 部 の 
野犬 に つい て は 着 検 に よっ て Dirofilaria immitis Xl 
虫 保有 状況 を も 調べ た . 

先ず D. immitis 子 由 保有 状況 を みる と , MOR 
に つい て は , ABTA CUP I. 132 頭 中 1 頭 が , 沖 
総 市 内 で は 40 頭 中 1 頭 が , この 糸状 虫 の 子 虫 を 保有 し 
て いた の みみ で あり , 野犬 に つい て も , 512 頭 中 1 頭 だ 
けが 陽性 で あっ た に すぎ た ない . また , 野犬 の 剖検 結果 
は 219 頭 中 4 頭 が 心臓 に 親 虫 を 保有 し て いた が , この 
中 3 頭 は 雄 だ け の 単 人 性 寄生 で , 躍 体 数 が 1 3 個体 と 
少な く , 残り の 1 頭 も 雌雄 各 + 個 体 を 保有 し て いた の 
み で あっ た . 

これ だ 対し て ,  Dipetalonema reconditum 感染 犬 
は か なり 多く , FA RCO TAREA TCA 132 頭 
中 4 頭 , 沖縄 市 内 で は 40 頭 中 1 BRAS, また 野犬 に つい 
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て は 513 BErR628H25 KC Ok BOT eS LC. 

この よう に , 日 本 復帰 直後 の 沖縄 に は , 北海 道 , 本 
州 。 四国, 九州 の 各地 に 浸 浮 , 土着 し て いる D. 
immitis の 感染 を うけ て いる 犬 は 極め て 少な い が , こ 
れ に 対し て 米国 内 の 各地 に 土着 し て いて , 沖 纏 を 除く 
日 本 の 各地 で は まだ 発見 され て いな い D. reconditum 
の 感染 を うけ て いる 犬 が か な り 多 くい る こと が わか 
FTE | 

沖縄 に D. immitis 感染 犬 が 極め て 少な い 原 因 と 
し て は , 第 2 次 世界 大 戦 未 期 に 沖縄 本 島 の 犬 が ほとん 
FERL, 現在 いる 犬 は 戦後 輸入 され た も の で あろ 5 
と 思わ れる こと , 及び 米 陸軍 獣医 部 隊 の 徹底 し た 感染 
犬 対策 並び に 媒介 彼 対 策 の 実施 等 が 考え られ る が , E 
に 犬 の 棲息 密度 や この 地方 の 気象 条件 等 も 関 作 し て い 
る 可能 性 が ある . また , D. reconditum 感染 犬 が 
多い の は , 沖縄 が 戦後 長期 間 に わ た っ て 米 軍 の 統治 下 
に 置か れ , この 糸状 虫 感染 犬 を 含む 多数 の 犬 が 米国 か 
ら 沖 縄 へ 輸入 きれ た こと に よる も の と 思わ れる . 

な お , 今回 の 調査 に より , 沖縄 に 土着 し て いる こと 
が 確認 され た Dipetalonema reconditum の 普通 名 を 
TAR PARE (Canine subcutaneous worm)| と 
L, これ に 対し て 従来 犬 糸 状 虫 と よ ば れ て いた 
Dirofilaria immitis の 方 を 英語 の 普通 名 Canine 
heartworm に 合せ て , 今後 は 1 犬 心臓 糸状 虫 」 と よ 
ぶ こ と に し , 犬 の 系 状 虫 を 総称 する 場合 に 「 犬 糸状 
H (Canine filaria) | を 用 いる こと を 提唱 し た い . 
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この 調査 を 実施 する に あたり , 色々 と 便宜 を 計っ て 下さ っ た 沖 縮 県 厚生 部 の 平安 常 実 部 長 及び 伊波 茂 
雄 次 長 , 沖縄 県 公害 衛生 研究 所 の 吉田 朝 啓 所 長 , 照屋 寛 善 医 監 , 当時 の 沖縄 県 中 央 保健 所 の 原 実 所 長 , 
ュ ザ 保健 所 の 平田 久夫 所 長 , 米 陸軍 獣医 部 隊 の Cooper KE, 通訳 の 兼 島 氏 , Savage 少佐 , 並び に 
Lewis 大 尉 に 深く 感謝 する . また , 調査 に 協力 し て いた だ いた 沖縄 県 公害 衛生 研究 所 衛生 動物 二 の 照屋 
M, ZER, HEB v. 下 謝 名 和子 の 諸氏 , 沖縄 県 厚生 部 環境 衛生 課 の 金城 永 三 氏 , HERS 
理 所 の 職員 の 皆様 , LRA SEO kE — RIER, 文献 , 資料 , 並び に 有益 な 情報 を 提供 し て 下さ 
っ た 沖 締 中 央 家斉 保健 衛生 所 の 島袋 HR, 農林 省 動物 検疫 所 沖縄 支所 の 松沢 幸夫 所 長 , FRERE 
の 与 那 令 久 雄 院長 , 沖縄 寄生 虫 予防 協会 の 屋 問 BR, 及び 那覇 市 内 並び に 沖縄 市 内 の 開業 獣医 師 の 方 
々 に , 太く お 礼 申 し 上 げ る 。 終り に , この 研究 を 遂行 する に 際 し て , 有益 な 助言 を 与え られ た 当 寄 生 虫 
FATORES, 並び に 長崎 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 の 和田 義人 教授 に 深 甚 な 謝意 を 表す る . 
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